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三味線 音楽へ の新 しいアプ ローチ
計 算 機 を 用 い た 分 析 の 可 能 性
矢 向 正 人
1三 味 線 譜 と楽 譜 デ ー タ ベ ー ス
1-1楽 譜 デ ー タ ベ ー ス 概 観
本稿では、長唄の旋律分析に計算機を用いている筆者の研究の一部を紹介する。さて、楽
譜情報を計算機に入力し分析す る試みは、日本でもすでに1960年 代か ら試験的に一部紹介 さ
れ試み られてきた。 しかし、その後の計算機 とネ ットワークの普及により状況は変化してい
る。まず、近年では、インターネットの発達により、楽譜情報が電子情報 として大量 にス トッ
クされるようになっている。 この傾向に呼応して、音楽研究目的の楽譜情報データベースも
すでに相当数作 られてお り、今後更 に、増 え続けてい くことが予想 される。また、今 日では、
情報のス トックに対する考え方が以前 と違 ってきている、すなわち、音楽データベースは、
いったん入力 されてしまった ら、そのままの形で とっておかれるのでな く、質的にも量的に
も絶えず更新 されるものであるとす る発想が定着 しつつある。いずれにしても、計算機の高
速化 とソフ トウェアの進歩により、大量 の情報か ら、短時間で有意味な情報を操作的に選択
する技術が確保 されようとしている。計算機の使用により音楽研究者の思考能力は一挙に高
められることになる。
1-2三 味 線 デ ー タ ベ ー ス と ヤ コ ウ フ ァ イ ル
三味線音楽の全レパー トリーのデータベース化を目標 に、筆者は、三味線譜の入力 を試み
ている。 この研究は個人研究よりも共同研究 に適すると考 え、筆者は1995年 に「三味線旋律
事典刊行の会」を発足させた。「三味線旋律事典刊行の会」は、三味線音楽の全レパー トリー
のデータベース化 とともに、計算機 を活用 した検索作業により、現存する三味線曲の旋律パ
ターンを網羅する 「三味線旋律事典」の刊行 を目的 とする。将来的には、長唄、清元、常磐
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津 、 義 太 夫 、 一 中 、 河 東 、新 内 、 荻 江 、 宮 薗 、端 唄 、 の 主 要 な 曲 目 を網 羅 す る予 定 で あ る。
例1は 、 ヤ コウ フ ァ イ ル と名 付 け た デ ー タ形 式 の例 で あ り、 この フ ァイ ル を用 い て入 力 を進
めて い る。 各 段 が 一 つ の音 楽 的 イ ヴ ェ ン トを示 す 。1列 目 は 曲 名 を示 す 。sojoheは 「僧 正 遍
昭 」 とい う 曲名 を示 す。2列 目 は小 節 番 号 を 示 す 。1は 曲 の1小 節 目 で あ る こ と を示 す 。3
列 目 は音 高 を示 す 。 低 音 弦(一 の糸)の 開 放 弦 の 音 高 を1と して 、 半 音 で 一 つず つ増 や して
い く。従 っ て 、29は2オ ク タ ー ブ+完 全4度 の 音 高 、31は2オ ク タ ー ブ+完 全5度 の 音 高 と
な る。4列 目 は音 価 を 示 す 。2は4分 音 符 、4は8分 音 符 、8は4分 音 符 を示 す。 例1で は
8分 音 符 が 連 続 し て奏 され る。5列 目 は重 音 の情 報 を示 す 。 半 音 の音 程 差 を1に と っ て あ る
の で、12は2本 の糸 で 同 時 にオ ク タ ー ブ の音 程 で 奏 さ れ る こ とを示 す 。14は オ ク ター ブ+2
度 の重 音 を示 す 。0は 単 音 で 奏 され る こ とを示 す 。































の長唄を選び、三味線の旋律パターンの抽出 と分類、唄 と三味線の付 き方の分析、三味線の
旋律シミュレーション等を試みた。
例3は 、分析対象曲と使用した楽譜である。作曲年代が偏 らない選曲を試みた。この10曲
について、「小十郎譜」と 「三味線文化譜」の二種の楽譜 を、ヤコウファイルの形式で入力 し













『娘道成寺』 一 平成元年版(四 四版)昭 和六三年(五 九版)
『吉原雀』 一 平成二年版(四 版)平 成元年(三 九版)
『老松』 一 昭和六三年版(三 八版)昭 和六三年(四 四版)
『明の鐘』 一 昭和二七年版 平成二年版(八 六版)
『小鍛冶』 一 昭和二七年版 平成二年(八 四版)
『時致』 一 昭和二六年版 平成五年(八 五版)
『鶴亀』 一 昭和五二年版(四 二版)平 成三年(七 七版)
『末広狩』 一 平成元年版(四 五版)昭 和六一年(一 四二版)
『都鳥』 一 昭和三六年版 平成三年(九 十版)
『花見踊』 一 平成元年版(四 一版)平 成元年(六 八版)
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2計 算 機 を 用 い た 三 味 線 譜 の 分 析
2-1演 奏 情 報 の 分 析
2-1-1三 味 線 譜 の 奏 法
ま ず 、 三 味 線 の 奏 法 の分 析 につ い て述 べ る。 三 味 線 音 楽 で は 、 基 本 的 な奏 法 に加 え て 、 ス
ク イ、 ハ ジ キ 、 ス リ等 の特 殊 奏 法 が 多 用 され る。 しか し、 特 殊 奏 法 に つ い て の 先 行 研 究 は あ
ま りな い 。 研 究 を難 し く して い る要 因 は 、 流 派 差 や個 人 差 が 大 き く、 また 、 同 じ個 人 で も演
奏 ご と に異 な る こ とが あ るか らで あ る 。 特 殊 奏 法 の研 究 に は 、 む し ろ、 統 計 的 な手 法 が 有 効
に な る。例4に 、 長 唄 三 味 線 で 用 い られ る特 殊 奏 法 を ま とめ た 。 これ らの 他 に、 通 常 は三 の
糸 で 弾 か れ る音 を二 の糸 で 弾 く、 通 常 は二 の糸 で 弾 か れ る音 を一 の糸 で 弾 く「糸 の 弾 き替 え」
も よ く行 わ れ る。 例5で 、 下 線 が 糸 を替 え て奏 され る音 で あ る。 丸 印 で 囲 っ た音 は開 放 弦 の
音 を 示 す 。 「糸 の弾 き替 え」も含 め た 特 殊 奏 法 につ い て、 曲別 、 調 弦 別 、 音 高 別 の分 布 を調 べ
た 。例6、 例7、 例8に 結 果 の一 部 を示 す 。 この 他 に も多 くの 統 計 を とった 。 分 析 の 結 果 、
以 下 の こ とが わ か っ た 。
例4.長 唄三 味線 の特 殊奏 法
小 十郎 譜 文 化譜
〉 ス スクイ 逆 向 きにバ チ を弾 き返 す奏 法。
∩ ハ ハ ジ キ 左手 で は じ く奏法 。
)ス リ ス リ 基本 奏法 の後2度 上 まで指 をすべ らせ る奏法 。
し/(な し)軽 くスル 音 を弾 いた後 指 をす べ らせ る。 音高 は不 明確 。
)三 ウ ウ ツ1と した 基本 奏法 の後2度 上 の勘所 を左 手 の指 で打 つ奏 法。
■ ロ ウ ツ2と した 拍 を作 るた め に打 つ 奏法 。 ウツ1よ り意 識 的。
軽 クウ ツ(な し)ウ ツ3と した 軽 く打 つ奏 法。
▲ △ 消 シ 音 を弾 いた後 左手 で 糸 を押 さ え音 を消 す奏 法。
(音符 が二 つ並 ぶ形)重 音
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例6.調 弦 と各 種 奏 法
小 節 番 号 ス クイ ハ ジ キ ス ク イ*ハ ジ キ*ス リ ウ ツ1一 の 糸 二 の 糸
小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文
本 調 子
『吉 原 雀 』[H20][1-122]671415一 一 一 一3400021715
『吉 原 雀 』[262-402][264-465]6121410一 一 一1102122234
『老 松 』[1-334][1-339]30304748一 一 一 一953214122326
『小 鍛 冶 』[1-441][1-489]121126107110一 一 一 一1920556773109
『時 致 』[1-319][1-329]23245958一 一 一 一9843553964
『鶴 亀 』[1-338][1-322]39477076455275827574895161
『鶴 亀 』[503-741][490-728]35315556一 一 一 一2333651617
『末 広 狩 』[1-408][1-411]46545763-5558-4645223348
『都 鳥 』[1-406][1-413]4448105105515311011110557433331
二 上 り
『娘 道 成 寺 』[146-419][146-423]24241212一 一 一 一3301003030
『吉 原 雀 』[121-261][123-263]171841一 一 一 一 〇 〇 〇 〇 〇 〇3334
『吉 原 雀 』[608-722][687-800]4888一 一 一 一 〇 〇 〇 〇212013
『老 松 』[335-536][340-542]27272728一 一28295300115353
『時 致 』[320-491][330-503]14151618-16一 一 〇101013536
『鶴 亀 』[339-502][323-489]19182121一 一 一 一9211223431
『花 見 踊 』[1-823][1-917]142145144149143146一 一948898151153
三 下 り
『娘 道 成 寺 』[1-145][1-145]341515一 一 一 一4200002725
『娘 道 成 寺 』[420-810][424-836]28333945一 一 一 一2501446680
『吉 原 雀 』[403-607][466-686]111163一 一 一 一 〇100115258
『吉 原 雀 』[723-872][801-1166]10192023一 一 一 一1101234652
『老松 』[537-807][543-818]991024953一 一 一 一307811119797
『明 の 鐘 』[1-69][1-69]0100一 一 一 一 〇 〇 〇 〇 〇 〇85
ス クイ*,ハ ジ キ*は 、 他 の特 殊 奏 法 との 重 複 を含 む 回 数 。
例7.ス ク イ と ハ ジ キ の 音 別 分 布
本 調 子 二 上 り 三 下 り 本 調 子 二 上 り
ス ク イ ハ ジ キ ス ク イ ハ ジ キ ス ク イ ハ ジ キ ス ク イ*ハ ジ キ*ス ク イ*ハ ジ キ*
小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文 小 文
B1810474411222533一 一 一 一 一 一 一 一
C2270023003300一 一 一 一 一 一 一 一
C#2110000000000一 一 一 一 一 一 一 一
D2220000000000一 一 一 一 一 一 一 一
Eb20000000000001一 一 一 一 一 一 一
E24552182189001011111046一 一 一 一 一 一 一
F21314001100131800一 一 一 一 一 一 一 一
F#211153325329115400一 一 一 一 一 一 一 一 ・
G26500111300000076一 一 一 一 一 一
G#2000000000000一 一 一 一 一 一 一 一
A2373800302900202391039一 一 一3131一 一
Bb2000000002200一 一 一 一 一 一 一 一
B254598485474967681013303362689394一 一 一 一
C34037323225248881000一 一 一 一 一 一 一 一
C#30056111015190000一 一 一 一 一 一 一 一
D3101343418800331413一 一4545一 一11
Eb3000000000000一 一 一 一 一 一 一 一
E336372262331918484823263842-38一 一 一 一 一 一
F323250000005300一 一 一 一 一 一 一 一
F#381038352827737517181416一 一 一 一 一 一 一 一
G31110001515106700一 一 一 一 一 一 一 一
G#3000000000000一 一 一 一 一 一 一 一
A31516222411113389一 一 一 一 一 一 一 一
Bb3000000000000一 一 一 一 一 一 一 一
B377505178660023一 一 一 一 一 一 一 一
C421210054001100一 一 一 一 一 一 一 一
C#4001100000000一 一 一 一 一 一 一 一
D4002200300000一 一 一 一 一 一 一 一
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例8.糸 弾 き替 え の 音 別 分 布
本調子 二上 り 三下 り



















(3)ス クイ、ハ ジキは緩やかなテンポの 「口説」の箇所で出現頻度が減 る。
(4)ス クイ、ハ ジキは、緩やかなテンポの箇所では、休拍や間延びした箇所に挿入 される
ことにより旋律 に切れ目を作 らないための手法 として、速いテンポの箇所で は、音色を
積極的に差異づけるための手法 として用いられる。
(5)糸 の弾 き替 えは、弾 きやすさと指使いの合理性か ら指示されている例が多い。開放弦
の音程幅の進行、すなわち、三の糸から二の糸に、4度 下行(二 上 り,三 下 り)、5度
下行(本 調子)す る場合、あるいは、二の糸から一の糸に、4度 下行(本 調子,三 下 り)、
5度 下行(二 上 り)す る場合、ポジションが近いので、糸の弾 き替 えにより左手の動 き
を楽 にす ることができる。
以上の分析の後 に、糸の弾き替えが聞き分けられるか どうか聴感実験 を試みた。糸を弾 き替
える頻度の高い21種 類の音 を、弾き替えた場合 と弾 き替 えない場合の二 とお り録音 し、音色
の違いが どこまで知覚 され うるか調べた。被験者 は、プロの三味線奏者3名 と学生3名 であ
る。三味線の弾奏は、蓑田史郎氏である。被験者には、糸を弾き替 えた音 と弾 き替えない音
とを一対比較で提示 し、 どちらの音で弾かれたかを目隠しして書かせた。その結果、被験者
のうちプロの演奏家3名 はいずれも、21種 のすべての例について、どちらの音が どちらの糸
で奏されたかを誤 りな く判定 した。この結果か ら、糸 を弾き替えた場合の音色の違いは、少
な くともプロの奏者には、聞 き分 けられるものであることが確かめられた。総合すると、糸
の弾 き替えは、弾 きやすさと手の動きの合理性を考慮 した奏法であるとともに、音色を考慮
した奏法でもあることがわかった。
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2-1-2唄 と三 味 線 の 付 き 方
次に、唄 と三味線の付 き方の分析 について述べる。長唄において、三味線の旋律 と唄の旋
律 とは、対照的な性格を持つ。拍の明確な三味線の旋律 に対 して、唄の拍は不明確である。
また、打楽器的な減衰音 により構成 される三味線の旋律 に対 して、唄の旋律は、強弱や音色
の微妙な変化 を可能にするメ リスマから成 る。さらに、唄の旋律 は、三味線の打点の合い問
をぬうように進行する。唄の音高の移動は三味線の打点 と一致 しない場合が多い。しか し、
旋律の性格のこうした違いにもかかわらず、三味線 と唄の旋律から、基本的な音の並び方 に
注意 して装飾的な音を取 り去 ってい くと、同度で対応する音列を抽出できる。 この音列は、
長唄曲の骨組みとなる音列であ り、 この音列 をめぐる同度対応の規則が長唄の旋律 を特徴づ
けていると言ってよい。そこで、筆者 は、長唄において唄 と三味線の同度対応はどれだけの
時間差 を伴 うのか、一・曲中で同度対応 はどのように変化するのか、また、同度対応 をめ ぐる
規則やパ ターンはどのようなものか等 について分析 した。唄 と三味線で別々に作ったヤコウ
ファイルを、例9の ように、それぞれタイムベースのファイルに書き換えたうえで比較 した。
例9の ファイルは、人 よりも計算機 に認識 しやすいファイル となっている。例10の ように三
味線か ら唄に向かって窓(ま ど)を 開 くことによって同度対応する音 を拾 った。分析の詳細
は省略するが、結果を要約すると、
(1)唄 の旋律に同度対応音が存在する範囲は、三味線の前後一2小 節～+2小 節である(例
11)。
例9.唄 と三味線の対応の分析用ファイル 例10.唄 と三味線の同度対応の分析例
唄 三味線 唄 三味線 唄 三味線
小節番号 音高 音高 小節番号 音高 音高 小節番号 音高 音高
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例11.同 度 対応 の分 析結 果例
音価 の合計 の差 音価の合計の差
　ヨ ロ　 　　 　 エ 　 ヨ ロヨ 　 コユ む ユ 　 ヨ
時間窓の幅 時間窓の幅
「娘道成寺」のB音 「五郎時到」のG音
(2)同 度対応の時間差 は一曲を通 して一様ではな く、速いテンポの 「散 し」の箇所 とそれ
以外の箇所で異なる。
(3)連 続 する2音 の同度対応は、順次上下行進行で顕著である。
さらに、以上の手順ですべての旋律 を検討 した結果、唄 と三味線の対応 には、ア)旋 律的に
対応する、イ)音 域的に対応する、ウ)対 応 しない、の三 とお りの対応があることがわかっ
た。ア)の 旋律的対応 とは、三味線の旋律を唄がそのまま追行する対応、イ)の 音域的対応
とは、三味線の旋律内の特定の音 を中心 とする音域内に唄の旋律がある対応である。検討 し
た旋律の うち、ア)の 旋律的対応が約50%、 イ)の 音域的対応が約30%で あった。ア)の 旋
律的対応の例の中で特 に対応が明確である例 を、唄の旋律パターンとみなすことがで きる。
2-2旋 律 構 造 の 分 析
2-2-1旋 律 パ タ ー ン の 検 索
次に、旋律構造の分析について述べ る。長唄の旋律素材の多 くは長唄固有の旋律パターン
のカテゴ リーか ら選 ばれているが、長唄以外の種 目の旋律パターンから流用されているもの
も多いと言われている。そして、 どの旋律パターンが どのように組み合わされているかが一
曲を特徴づける。旋律パターンの個々 に名称が付 けられている例 もある。しかし、多 くの旋
律パターンは名称 を持たない。このため、旋律パターンの研究範囲はこれ まで限 られていた。
楽曲の中に旋律パターンをどの ように認識するかは、旋律 をどのように分割するかの問題
でもある。一曲を旋律パターンの組み合わせ として記述するなら、パターンとパターンとの
結び目を旋律の切れ目として一曲は分割されることになる。しか し、一曲を適切 に分割 し、
旋律パターンをうまく抽出する作業 は簡単ではない。 どのように分割するべ きか判断の難 し




旋律の中で突出 した印象を与える箇所がある一方、偶成的に形成された と解釈できる箇所 も
ある。さらに、パターンの構成は一意 に捉 えられるのではな く、さまざまな解釈 を許す。作
曲者、演奏家 はおそらく重複するパター ンのすべてに自覚的ではない。旋律のどの部分に注
目し強調 しようとするかによって、パターンの認識は変わる。
さて、データを認識 しようとする場合 に、できるだけ単純なデータの組 み合わせ によって
認識 しようとする傾向は、ゲシュタル ト心理学では最小の原理(minimumprinciple)と 呼ば
れる。最小の原理は、情報理論では、データの記述に必要 とされるコス トをどのように減 ら
すかの問題 となる。全データを逐次的に記述するよりも、データを記号化 して記号の組み合
わせ として記述 した方が一般 にコス トは少な くてすむ。旋律 を分割する場合を考えると、同
一のパターンが後か ら見つかった場合に
、記号 に置き換えて情報量を少な くして記述する処
理を行いなが ら旋律を記述 していけぼ、旋律は圧縮して記述 されることになる。そこで、圧
縮率の高い旋律記述ほど旋律構造の合理的な記述であると仮説 をたてた。
長唄の旋律を認知し記憶するにも、最小の原理がはた らいていると推測 される。長大な曲
を多数記憶している三味線音楽の演奏家 は、旋律 をパターンの組み合わせ として認識 した上
で、圧縮 して記憶 していると推測 される。
2-2-2三 味 線 旋 律 の 周 期 性
ところで、小泉文夫によると、 日本の伝統音楽では拍 は二の羃で組 み上げられている。例
12に 示 したように、前拍 と後拍 という拍単位が1小 節を形成 し、さらに、前の小節 と後の小
節が2小 節単位のグループ(動 機)を 作 り、さらに、前の動機 と後の動機の4小 節のまとま
りが一つのフレーズとな り、それが二つ組み合わされて前の段 と後の段を形成する。小泉の
仮説を受 け入れるなら、対象 とする三味線音楽のデータは、1、2、4、8… 小節の周期を
持 っていることが予想 される。
そこで まず、三味線の旋律情報のデータの周期性を調べ、小泉仮説 を長唄三味線で検証 し
た。分析 は、次の手順で行った。 まず、データの先頭の1小 節目と、2小 節目の内容 を比較
し、完全一致か不一致か調べる。次に、2小 節目と3小 節 目を比較するというように、基本
小節 と被比較小節をともに1小 節ずつず らしていき、データの最後 まで完全一致か不一致か
を調べる(例13)。 こうして、完全一致 した回数 を、周期1小 節の値 とする。以下、周期 とす
例12.フ レーズの階層性
囎灘 鶴剿 鸞灘 駕辮
L前 動機 」L後 動機 」
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る小節数を2、3、4… 小節 と増や して比較を行ってい く。たとえば、周期2小 節では1小
節 と3小 節、2小 節 と4小 節、3小 節 と5小 節を基本小節 と被比較小節 として比較する。そ
して、完全一致した回数を周期2小 節の値 とする。例14が その分析結果である。完全一致の
回数の多い小節数 ほど周期性が強いということができる。横軸が周期(小 節)、 縦軸がその周
期で完全一致 した回数を示す。2小 節 をピークに、周期が長 くなるにつれて、完全一致回数
が減少する傾向がわかる。 また、1、2、4、8、16小 節の周期で、完全一致回数が多 くな
る傾向が認 められる。それ以外の2、4小 節の倍数小節、すなわち、6、10、12小 節の周期
で も、完全一致回数がやや多い傾向が認 められる。 この結果 は、長唄三味線において小泉仮






の高いパ ターン長で旋律を分割する作業 を試みた。分割のアルゴ リズムについては省略する。
分析結果 を例15に 示 した。例15は 、『末広狩』の冒頭部分である。まず、39～46小 節 と47～54
小節 とは明確な旋律パター ンであることがわかる。それ以外の箇所では、1小 節、2小 節の
パターンが多いが、3小 節、4小 節のパ ター ンも見られる。
なお、以上の分析 は、情報処理的な仮説のみに基づいて行 っているので、限界があること
は否定できない。実際にパター ンを抽出するときには、情報処理的な分析 に加えて従来か ら
ある音楽学的な判断基準も考慮する必要がある。例 えば、同音が引き伸ばされた り反復 され
るときにはパターンの形成が示唆 されている。また、唄の句の切れ目に三味線の音が入 る場
合 には特徴あるパターンが形成されやすいな どを考慮すべきである。
三味線の旋律パターンについて、最終的には、パターンを構造 レベル と認知 レベルの二っ





第II部 語 り物の構造一 音楽構造を中心に一
2-2-3旋 律 パ タ ー ンの分 類
次に、抽 出した旋律パターンを分類す る方法について述べ る。すでに、民族音楽学者のネッ





が認識されず、パターンを構成する音の意味が明確 にならない点である。輪郭 を描 くことは、
すでに旋律 の解釈で もある。いずれにして も、パターンの輪郭の情報 と、音高 ・音価の情報
とを、 ともに考慮することが必要である。




列による矩形波列、すなわち、高 さを音高、幅 を音価 と認識 し、輪郭の相違により旋律パター
ンの類似性を評価 し分類する方法を考案 した。矩形波列への変換により、輪郭の情報 と、音
高 と音価の情報 とを、 ともに考慮することが可能 になる。
例17.パ ターンの分類
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音符 を一単位 とした。 こうして、矩形波列に変換された二つのパターンを重ね合わせ、相違
部分の面積の和を二つのパターンの間の距離 と規定 した。この作業をすべてのパ ターン対 に




2-2-4旋 律 パ タ ー ン の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
音楽の構造認知において、通常の聴取では知覚 されにくいが、何らかの条件が満たされた
場合に知覚 されやす くなる、 また、何 らかの操作が加 えられた場合に知覚されやす くなるよ
うな、知覚の性質を考 えることができる。そこで、if文によってこの潜在的な知覚を浮上 させ
る、すなわち、特定の性質の強調されたデータをもとに音楽の構造 を記述する方法が有効 に
なる。この考え方で、2小 節のパター ンの出現頻度 に基づ く旋律 シミュレーションを試 みた。
このシミュレーションを、マルコフ過程 に基づ く自動作 曲と言い替 えることもできる。
シ ミュレーションは、先の分析で述べた矩形波列のパ ターンが逐次的に移行 してい く頻度
をもとにしている(例18)。 まず、1小 節の旋律パターンニつ、すなわち、連続する2パ ター
ンと、それに続 く2パ ターンを考える。連続す るパター ンABか ら後続する旋律に最 も高い
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例19.シ ミュ レー シ ョンの結果
に後 続 す る2パ ター ン を決 定 す る た め の 連 続 す る先 行 パ タ ー ン とみ な し、EFを 出力 す る(下
段)。 こ の シ ミュ レ ー シ ョン の過 程 で は、先 行 す る二 つ の旋 律 パ タ ー ンか ら後 続 す る二 つ の旋
律 パ タ ー ン を決 定 して い るの で 、eventsim2-2と す る。 同様 に、右 側 の 図 に示 した よ う に 、
直 前 の3パ タ ー ンか ら後 続 す る1パ タ ー ンeventsim3-1、 さ ら に、直 前 の3パ タ ー ン か ら後
続 す る2パ タ ー ンeventsim3-2、 直 前 の4パ タ ー ン か ら後 続 す る1パ ター ンeventsim4-1
等 を決 定 す る シ ミュ レー シ ョ ン等 も試 み た。例19は シ ミュ レ ー シ ョ ン に よ り得 られ た 旋 律 で
あ る 。
シ ミュ レ ー シ ョ ンの 結 果 得 られ た 旋 律 に お い て、eventsim2-2、eventsim3-1等 よ り も、
eventsim4-1の 方 が 、 音 符 の動 きが 実 際 の三 味 線 の旋 律 に近 く 自然 で あ る。 す な わ ち 、 窓 を
狭 くし て シ ミュ レー トす る よ り、 窓 を広 くし て シ ミ ュ レー トす る方 が 、 三 味 線 の旋 律 の 自然
な動 き を捉 え て い る とい う こ とが で き る。 しか し、 反 対 に、 窓 を広 く して シ ミュ レ ー ト と し
た場 合 、 シ ミュ レー トさ れ た旋 律 に、 実 際 の 長 唄 の旋 律 の か な り長 い部 分 が そ の ま ま現 わ れ
て し ま う結 果 とな った 。
3ま と め
最 後 に 、 計 算 機 を用 い た 楽 曲分 析 が もた らす 新 し い考 え方 に つ い て 述 べ る。 こ こ まで 、 ヤ
コ ウ フ ァイ ル を それ ぞ れ の 分 析 に適 す る よ うに 書 き換 え て 分 析 を行 っ て き た。 唄 と三 味 線 の
付 き方 を調 べ る研 究 で は 、 唄 と三 味 線 の フ ァイ ル を そ れ ぞ れ タ イ ム ベ ー ス の フ ァイ ル に 書 き
換 え た 。 また 、 旋 律 パ タ ー ン を分 類 す る研 究 で は、 デ ー タか ら抽 出 した パ タ ー ン を矩 形 波 列
に書 き変 え た 。こ こで 注 意 す べ き こ と は、分 析 に適 す る よ う に フ ァ イ ル を作 り直 した 段 階 で 、
す で に分 析 の 一 定 の段 階 は終 わ っ て い る こ とで あ る。 しか し、 分 析 用 に作 り直 した デ ー タ形
式 は 、 そ の ま ま の形 で ス ト ック す る に は適 さな い。 す な わ ち、 楽 曲 デ ー タ と し て ス トッ ク す
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るの に適 す るデ ー タ形 式 と それ を分 析 す る の に適 す る デ ー タ 形 式 とは異 な る。 最 適 の デ ー タ
形 式 は 目 的 に よ っ て異 な る。
こ こで 、 筆 者 は、 楽 曲 デ ー タ に関 して 「情 報 濃 度 」 とい う概 念 を提 唱 した い 。 つ ま り、 楽
曲 デ ー タ は濃 度 を持 つ と考 え る。 濃 度 の 高 い デ ー タ 記 述 とは 、細 か な情 報 まで 漏 れ な く記 述
す るデ ー タ記 述 で あ る。 す な わ ち、 奏 法 や 弾 か れ る糸 の 情 報 まで も視 覚 表 示 させ る デ ー タ 記
述 をい う(デ ー タ の可 視 化)。 一 方 、 濃 度 の 低 い デ ー タ記 述 とは 、 簡 略 化 され た デ ー タ記 述 で
あ り旋 律 の骨 組 み の み の記 述 で あ る。 楽 曲 デ ー タ の構 造 を認 識 す るた め に は 、余 分 な情 報 を
消 し必 要 な情 報 だ け を表 示 さ せ る操 作 が 欠 か せ な い(デ ー タ の 不 可 視 化)。 筆 者 は デ ー タ の 記
述 を こ う し て操 作 的 に捉 え て い る。
た と え ば、 楽 曲 デ ー タ に お け る演 奏 情 報 、 す な わ ち 、 ス ク イ、 ハ ジ キ、 弾 か れ る糸 な どの
情 報 は 、本 質 的 な 情 報 で は な い とよ く言 わ れ る 。しか し、筆 者 は、2-Hの 分 析 で ス ク イ や ハ
ジ キが 旋 律 パ タ ー ンの構 成 と強 い相 関 を持 つ 例 を い くつ も見 い 出 して い る。 余 分 な情 報 に 見
え て も、 分 析 手 法 を変 えて 別 の側 面 か ら認 識 す れ ば、 大 きな 意 味 を持 つ か も しれ な い 。 筆 者
は、 情 報 濃 度 とい う言葉 を用 い て 、 楽 曲 デ ー タ を で き る限 りダ イ ナ ミカ ル に認 識 した い と考
えて い る 。
計 算 機 を用 い た 三 味 線 曲 の分 析 に つ い て い ろい ろ述 べ て きた 。 計 算 機 を用 い て も まだ 人 間
と同 様 の判 断 はで きな い が 、 単 純 な判 断 な ら ぼ可 能 で あ る。 分 析 に携 わ る研 究 者 が プ ロ グ ラ
ム を一 つ一 つ 組 んで い け ば、 楽 曲分 析 の エ キ ス パ ー トシ ス テ ム が 出来 上 が り、 後 に な る ほ ど
分 析 に費 や す 時 間 が 節 約 で き る。 大 量 の デ ー タ処 理 も可 能 とな るだ ろ う。 い ず れ に して も、
三 味 線 音 楽 の 通 種 目的 な デ ー タベ ー ス の 作 成 と計 算 機 を用 い た 旋 律 分 析 とい う分 野 は まだ 始
まっ た ば か りで あ る。 筆 者 は今 後 も この 研 究 に力 を注 い で い きた い と思 っ て い る。
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